平成25年度　再々評価調書
１事業概要

	事業名
	都市計画道路　十三高槻線（正雀工区）街路事業

	担当部署
	都市整備部交通道路室道路整備課建設グループ（連絡先　06-6944-9280）

	事業箇所
	摂津市正雀本町1丁目、吹田市南正雀1丁目、吹田市岸部南3丁目

	再々評価理由
	再評価実施後5年間が経過した時点で継続中

	目的
	本路線は、大阪と京都を結ぶ主要幹線道路である。広域的な幹線道路ネットワーク機能の強化と防災機能の強化を図るとともに、並走する現道の主要地方道大阪高槻京都線の交通渋滞の緩和を図るため、バイパスを整備する。なお、現道は、災害時に緊急車両専用道路となる広域緊急交通路に指定されている。


	内容
	街路築造工

延長：1.3km（穴田川水路～府道正雀一津屋線）
幅員　20～45m　（車線数：２～６、両側自歩道）

	事業費
	全体事業費：約256億円（国：141億円、府：115億円）　【工事費の内訳】

（内訳）調査費等 約　13億円　　　　　　　　　　・１期区間　約　53億円

用地費　 約　87億円　　　　　　　　　　・２期区間　約 103億円

　　　　　工事費　 約 156億円

	事業費の変更理由
	【事業費変動要因の状況】

変更なし
【他事業者との協議状況】
　―

	維持管理費
	約5.0百万円/年・km


２事業の必要性等に関する視点
	
	【事業採択時点H11】
	【再評価時点H20】
	【再々評価時点H25】
	【変動要因の分析】

	事業を巡る社会

経済情勢等の変化
	本路線は、大阪都心部と京都を結ぶ主要な幹線道路であり、主要地方道大阪高槻京都線のバイパス道路として整備するもの。本路線を整備することにより、地域の幹線道路である大阪高槻京都線の交通渋滞の緩和を図る。
	・事業採択時と同様に、現道の主要地方道大阪高槻京都線は依然として渋滞が発生している。
・H11.11に主要地方道大阪中央環状線から一般府道正雀一津屋線までの区間1.3kmを供用。

・当該区間と本路線の他区間で事業中の吹田市寿町工区 (0.7km)の整備により、国道170号から大阪市境界の全線が開通し、広域的な幹線道路ネットワーク機能の強化と防災機能の強化が図られる。


	[大阪高槻京都線]

交通量（平日12時間）
H11　12,732台
H17　12,967台
H22　13,940台
交通量（平日24時間）
H11　18,971台

H17　19,451台

H22　19,516台



	地元等の

協力体制等
	北大阪地域における京阪間の交通混雑緩和のため、早期整備が望まれている。
	依然として交通混雑していること、河川・鉄道による地域分断の解消のため、早期整備が望まれている。

	
	【事業採択時点H11】
	【再評価時点H20】
	【再々評価時点H25】
	【変動要因の分析】

	事業の投資効果

＜費用便益分析＞

または

＜代替指標＞
	計画時点では費用便益の分析手法が確立されておらず、算出していない。
	【効果項目】
・走行時間短縮
・走行経費減少
・交通事故減少

【分析結果】
· B/C=2.88 

 B=715.3億円

 C=247.9億円
【算出方法】
費用便益分析マニュアル(国土交通省平成15年8月)
【受益者】
道路利用者
	【効果項目】
・走行時間短縮

・走行経費減少

・交通事故減少

【分析結果】
・B/C=1.25

   B=302.1億円

   C=242.6億円
【算出方法】
費用便益分析マニュアル(国土交通省平成20年11月)

【受益者】
道路利用者

	・国の算出マニュアルの変更。（時間価値原単位の減少）
・供用年の延期

	事業効果の

定性的分析

（安心・安全、活力、快適性等の有効性）
	【効果項目】

［安心・安全］
· 歩車道分離による歩行者等の交通安全の確保
· 災害発生時の広域緊急交通路の確保
［活力］
· 物流の効率化の支援
· 鉄道・河川による地域分断の解消（地域交流の活性化）
【受益者】
道路利用者、地域住民


	事業の進捗状況

＜経過＞

①事業採択年度

②事業着工年度

③完成予定年度
	①平成11年度
②平成11年度

③平成17年度
	①平成11年度

②平成11年度

③平成28年度
	①平成11年度

②平成11年度

③平成32年度（予定）

	・用地買収の難航



	＜進捗状況＞
	―
	・全体24％

（62億円／256億円）

・用地68％
（59億円／87億円）
・工事2％
（3億円／156億円）
	・全体43％
（111億円/256億円）

・用地79％
（69億円／87億円）
・工事27％
（42億円／156億円）

	[image: image1.jpg]




	事業の必要性等に関する視点における判定（案）
	・本事業区間と本路線の他区間で事業中の吹田市寿町工区 (0.7km)の整備により、国道170号から大阪市境界の全線を開通し、広域的な幹線道路ネットワーク機能の強化と防災機能の強化を図る。
・並走する現道の主要地方道大阪高槻京都線の渋滞緩和を図る。
以上により、事業を継続する。


３事業の進捗の見込みの視点

	事業の進捗の見込みの視点における
判定（案）
	· 早期に効果を発現するため、2工区に分割して整備を進めている。

· 用地の進捗率は79％（1期区間99%、2期区間22%）
· 工事の進捗率は27％（1期区間80%、2期区間0%）
· 1期区間は、住宅が密集しており、地価の変動等により移転交渉に時間を要し、用地買収が難航したが、未買収は1件で用地進捗率は99％である。工事進捗率も80％と進捗していることから、平成25年度末に本線を供用し、平成26年度末に完了する予定である。
· 2期区間は、用地は1期区間が概ね終えたことから、平成26年度末を目途に集中的に取得を進め、用地買収が完了した区間から順次工事着手し、平成32年度に完了する予定である。
· 以上により、事業を継続する。


４コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点

	コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点における
判定（案）
	· 本事業区間に接続する前後区間は供用済みであるため、代替案立案の余地はない


５特記事項
	自然環境等への

影響とその対策
	· 本路線を整備し主要地方道大阪高槻京都線の渋滞緩和を図ることにより、周辺地域の騒音・振動等の低減効果が期待できる。

	前回評価時の意見具申と府の対応
	（前回評価時の意見具申）
　事業費を算定する際には、現場特性を反映して精度の高い積算を行うべきであり、他事業者との協議など変動要因がある場合には、それを的確に把握・管理すべきである。また、当初の算定後、事業費が大幅に増加することが判明した場合は、速やかに本委員会へ報告し、必要に応じ再評価を行うことを徹底するよう強く求める。

（府の対応）

　事業費を算定する際には、現場特性を反映して精度の高い積算を行い、他事業者との協議など変動要因がある場合は、それを的確に把握・管理するよう努める。また、当初の算定後、事業費が大幅に増加することが判明した場合は、速やかに委員会へ報告し、必要に応じ再評価を行う。



	その他
	【上位計画】
· 大阪府都市整備中期計画（案）（H24.3.30策定）


６対応方針（原案）

	対応方針（原案）
	○継続
＜判断の理由＞

· 広域的な幹線道路ネットワークの強化、防災機能の強化、現道の主要地方道大阪高槻京都線の渋滞緩和などの必要性については変化がない。

· 本事業区間に接続する区間は供用済みであるため、代替案立案の余地はない。
· 今後、1期区間は平成25年度末の本線供用後、平成26年度末に完了し、2期区間を集中的に取り組むことにより平成32年度に完了する予定である。

以上により、事業を継続する。



